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1 はじめに
近年，様々なサイトで気軽に書籍が購入できるよう

になった．それらのサイトは，選書を支援する機能を
提供しており，代表的なものとして感想投稿と五つ星
評価がある．しかし，それらの機能にはいくつかの問
題がある．感想投稿は，投稿者の感情に左右されやす
く，過度に批判的な感想や書籍と関係ない意見が書か
れることがある．また，投稿内容が小説の内容を示唆
していることがあり，ネタバレの危険性がある．五つ
星評価は，人気度などは判断できるが，書籍の方向性
などは把握できず，また評価の付いていない書籍の判
断は行えない．このような問題を生じることなく，書
籍の印象を読者に伝えることのできる手法が実現でき
れば有用と考えられる．
本稿では，個人の感情に左右されず，かつ文章によ

るネタバレを起こさずに小説の印象をユーザに提示す
る手法を提案する．本手法では，小説データに対して，
Plutchik理論 [4]に基づいて「喜び⇔悲しみ」「恐怖⇔
怒り」「好意⇔嫌悪」の 3つの軸ごとに印象値を算出し
グラフとして提示する．作成するグラフは，折れ線グ
ラフとレーダーチャートの２つである．前者は小説の
印象値の推移をグラフ化したものであり．小説全体の
流れを把握することができる．後者は，3つの軸に対し
て小説の印象値 (小説を通しての平均)と，折れ線グラ
フの変化度 (グラフの上下動の激しさ)を表す数値を表
示する．ただし本稿では，紙面の都合上レーダーチャー
トに関する説明は省略する．
関連研究として，梶山らは，小説の内容に合った色

を算出する手法を提案している [1]．村井らは，興味喚
起部分の試し読みを行う手法を提案している [3]．

2 提案手法
2.1 感情辞書

感情辞書とは，「単語が文章に与える影響を数値化し
たもの」であリ，文献 [2]の手法を参考に作成した．こ
の手法は新聞記事を対象としたものであり，両極の印
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象を持った軸を設定し，そのどちらに近いかが単語ご
とに 0から 1の範囲で印象値として表される．本手法
では，Plutchik理論 [4]に基づき「喜び⇔悲しみ」「好
意⇔嫌悪」「恐怖⇔怒り」の３つの軸を用いている (印
象値は，左が 1で右が 0に対応する)．文献 [2]の手法
では，印象値の算出の際，軸の両極ごとに基準となる
印象語を設定する必要がある．本手法では，小説特有
の幅広い表現に対応するため，類語辞典 (Weblio等)を
参考に 20個の印象語を選定した．青空文庫の日本文学
から 200件を選定してMeCabで形態素解析し，出現す
る単語の印象値を算出して辞書を構築した．
2.2 折れ線グラフ
折れ線グラフは，小説を分割して個々の区間の印象

値を求めグラフとして表したものである．これにより，
小説を通しての印象値の推移を表現できる．図 1のよ
うに小説を 19個の区間に分けて，個々の区間の印象値
を計算する．各区間の印象値は，次のようにして求め
る．まず，3つの印象軸に対して，次の 2つの値を計算
する．(1)感情辞書を参照してその区間に出現する単語
の印象値の平均を求める．(2)小説全体に出現する単語
の印象値の平均を求める．「(1)の値 − (2)の値」が，当
該区間の当該軸に対する印象値となる．

図 1: 小説データの分割方法

例として，『トロッコ』の折れ線グラフを図 2に示す．
この作品は，主人公の良平が冒険を求めてトロッコに
乗って遠出する話である．良平は作業員の許可を貰い
嬉々としてトロッコに乗るが，日が暮れた後にたった一
人で泣きそうになりながら長い距離を走って帰る．以
下，図 2の四角で囲まれた部分に着目して説明する．「喜
び⇔悲しみ」軸 (黄色)に注目すると，中盤の喜びはト
ロッコを楽しく押している場面で，嬉々とした様子が見
られる．「恐怖⇔怒り」軸 (青色)は最後に良平が感じて
いる恐怖がグラフの上昇としてみることができる．「好
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意⇔嫌悪」軸 (緑色)は，中盤で喜びが強く現れた場面
で，トロッコを押すことを許してくれた作業員への好
意がグラフに現れている．更に，終盤の帰る場面では，
人恋しく思っている場面であり，その部分からグラフ
の終盤に好意が表れていると考えられる．

図 2: 『トロッコ』の折れ線グラフ

3 評価実験
大学生 9名を対象に，小説の本文と本手法で作成し

たグラフを見比べて，両者の印象がどの程度一致して
いるかを 5段階 (1から 5)で判断してもらった．値が
大きいほど一致度が高いことを示している．利用した
小説は，『羅生門』『蜘蛛の糸』『手袋を買いに』『走れ
メロス』の４作品である．この４作品を選んだ理由は，
授業でもよく取り上げられており，多くの人に読まれ
ている可能性が高いからである．各小説の折れ線グラ
フに対して，特に起伏が激しく特徴的と考えられる部
分２箇所を A・Bという形で抜き出し，その部分で強
く表れている感情と小説との一致度を調べた．実験に
利用した『羅生門』のグラフを図 3に示す (左の赤丸が
A，右の赤丸が B)．なお，実験協力者には，グラフの
他，小説の本文データを随時参照可能とし，Aと Bに
該当する部分の文章には色づけして正確な位置が分か
るようにしている．

表 1: 平均一致度
タイトル 喜び⇔悲しみ 恐怖⇔怒り 好意⇔嫌悪 調査人数/

平均一致度
羅生門Ａ 2.11 3.11 2.22 9人
羅生門Ｂ 2.78 3.56 - 2.76
蜘蛛の糸Ａ 3.14 2.28 - 7人
蜘蛛の糸Ｂ 4.14 3.86 3.28 3.34

手袋を買いに A 4.33 - - 6人
手袋を買いに B - 2.50 3.67 3.50
走れメロス A 4.22 - 4.11 9人
走れメロス B - 3.78 - 4.04

平均 3.45 3.18 3.32 -

結果を表 1に示す．3個の軸に対する 16個の平均一

図 3: 評価実験で用いた『羅生門』のグラフ

致度のうち，11個で 3を上回っており，グラフと小説
の印象は概ね一致していると考えられる．今回の評価
実験では『走れメロス』の一致度が最も高くなってお
り，この小説には「印象語が文中に出現するような喜怒
哀楽が表現されている」「一人称視点で書かれている」
といった傾向が見られた．一方，『羅生門』の一致度が低
くなったのは，「複雑な表現で感情が書かれている」「情
景描写が多い」「複数人視点で書かれている」といった
傾向があるためと考えられる．また，「恐怖⇔怒り」軸
は小説内で同時に出現する場面があり，この軸自体の
再検討が必要であると考えられる．更に，出現頻度が
非常に低い単語に対して偏った印象値が設定されてい
ることが確認できため，感情辞書を作成するときの小
説数を増やす等の対応が必要であると考えられる．

4 むすび
本稿では，折れ線グラフを用いて小説の印象の推移

を示す手法を提案した．今後の課題として，まず，複
数人の感情が混合してる小説・情景描写の多い小説を
考慮する必要がある．次に，グラフの両極の感情が同
時に出現する文章を考慮する必要がある．最後に，出
現頻度の低い単語の印象値を改善する必要がある．
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